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園付近まで運搬し、常設クレーン
で撤去する方法を提案する。
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Method
建築のシステム

Timeline 2020 20242022 2026 20302028 20342032 2036 20402038 20XX

Phase 1 : 2020 Phase 2 : ~2025 Phase 3 : ~2030 Phase 4 : ~2035 Phase 5 : ~2040 Phase X : 20XX

Process
常磐橋保存改修 首都高地下化開始 首都高地下化完了

常盤橋再開発プロジェクト 公園整備自転車保管所 JFE ビル解体 換気所解体 換気所建替え 高架撤去
開削トンネル高架新設（付け替え） 既存トンネル解体 非開削トンネル工 シールド工

首都高更新事業の延伸

日本橋川 護岸工事都市計画の改造

【高架橋脚の補強工事】
常盤橋公園と本石町公園の間に位置する
橋脚は補強工事を行う。その際の構台は、
船着場へのアクセスとして残置する。

課題：公園の長期封鎖

公園の仮囲い

常盤橋公園と対岸の本石町公園が仮資
材置場として封鎖されている。今後も
工事により、常盤橋一帯は 20 年にわ
たって閉鎖的になる恐れがある。

自動車保管所の跡地にタワーク
レーンを常設し、以降のあらゆる
土木・建築工事に利用する。

【常設タワークレーンの設置】

文化財常磐橋の基礎部から出土し
た物品を、改修工事の記録ととも
に展示する。

【常磐橋改修の出土品展示】

首都高地下化事業が進められる一方で、副次的に船着場と
シェアサイクルポートを発展させる。本提案の都市計画改
造により、自動車の代替として船＋サイクルを挿入する。

【船＋サイクル拠点の整備開始】 課題：撤去スペースの不足

現状の計画では高架撤去のクレーン
スペース確保のため、周辺建物を撤
去する必要が生じてしまう。

撤去法の提案

課題：地下道路不要の可能性

船・自転車の利用増加といった交通体系の変化により自動
車の交通量が減少し、地下道路の需要が低くなる可能性が
ある。20 年かけて新設した地下道路の必要性が問われる。

換気設備を地下に収めることで換気
所の規模を縮小し、更新を容易にす
るため開削とする。

【地下開削の状態を保持】

橋脚

建築の補強

船着場の連結
工事用 中型船 小型船

【橋脚の一部保存・再利用】

撤去装置の設置

エレクションガーダー
吊り装置

切断・運搬

常盤橋公園付近の高架

公園付近で回収
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首都高地下化事業と常盤橋公園

工事プロセスの建築化

交通体系の変化の可能性

首都高地下化や再開発により、今後 20 年間「工事中」の状態
が続く常盤橋公園。本提案では、段階的建築提案により既定
都市計画を改造し、長期的な公園の閉鎖を防ぐことで、閉鎖
的であった従来の都市「変化」の可視化を試みる。

20 年にもわたる工事では工事現場における仮設物は限りなく
本設に近づく。工事の仮設物や資材を残置・再利用することで、
各工事の痕跡として建築を積層していく。都市の変化過程を
体現・可視化する〈時間のコラージュ〉である。

20 年間で都市活動も変化しうる。懸念されるのは、自動車の
交通量減少により建設予定の地下道が不要となる可能性であ
る。本提案では、副産物としての建築が、首都高地下化の進
行とともに自動車の代替交通である船着場を発展させていく。

Concept 都市の「変化」と建築

TOKIWA PROJECT 20XX
ID 0241

首都高速道路の地下化や再開発といった長期的な都市変化が計画されている常盤橋。今後 20 年にわたって “Under Construction” の状態
となる一帯において、工事のプロセスから副次的に建築を構築・積層し、都市の「変化」と「活動」の共存を図る。「変化」が軽視され、
閉鎖的なプロセスを歩む従来型都市計画への対抗としての建築提案である。

Introduction


